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令和８年６月  第５回入善町議会定例会  

代表・一般質問要旨（発言順） 

                                             令和８年６月２日（火）議運決定 

 

〔質問日 ６月１０日（水）〕 

■代表質問 

発言順 
質問議員 

（会派名） 
質問事項 答弁者 

１ 元島 正隆 

（未来） 

（１）笹島町長の３期12年の町政運営について 

① 町長は、４期目を期待する声もあった中で町

長選挙への不出馬を表明されたが、その決断

に至った思いについて問う。 

② 町職員、町議会議員として町政に参画し、集

大成に町長として３期 12 年、「もっといい

街、住みよい入善」を目指し、「ストップ！

人口減少」を一番に掲げ、堅実な町政運営を

行ってこられたが、この間の苦労や達成感

と、やり残したこと、見届けたいことについ

て問う。 

③ 様々な人口減少対策を行ってきた中で、人口

減少に歯止めがかからない厳しい状況であ

る。今後の人口減少に対する考えについて問

う。 

④ 笹島町政を引き継ぐ後任に対し、どのような

まちづくりを期待するか。 

 

①～④町長 

（２）世界情勢に対する考えについて 

① ロシアによるウクライナ侵攻や、アメリカ、

イスラエルとイランの戦闘などにより、物価

高騰が止まらない状況である。国や県と連携

し、町民の暮らしを守っていく必要があると

思うが、現在の世界情勢に対する思いと、長

期にわたる物価高騰に対する対策への考え

を問う。 

 

①町長 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鍵田 昭 

（自民清流会） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）町長としての実績は 

① アトランドを誘致できた時の思いは。 

② 12 年間の成果は。 

 

①②町長 

（２）町の活性化対策について 

① スーパーを誘致することで、町西部地域の

買い物弱者を支援し、町の活性化を。 

② 入善町で新築する全ての家庭に補助を。 

 

①キラキラ商

工観光課長 

②住まい・ま

ちづくり課

長 

（３）防災・鳥獣害対策について 

① 高波と地震避難経路の確保のため、平曽川

国道線のあいの風とやま鉄道を高架で延

伸出来ないものか。 

② 高潮対策は十分か。 

③ クマ出没対策として黒部川の雑木林伐採

と除草の徹底を。 

 

①建設課長 

 

 

②総務課長 

③がんばる農

政課長 
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発言順 
質問議員 

（会派名） 
質問事項 答弁者 

２ 鍵田 昭 

（自民清流会） 

（４）建設業者の経営は健全か 

① 早期発注で経営の安定化を。 

② 資材高騰に配慮を。 

 

①②財政課長 

３ 松田 俊弘 

（日本共産党） 

（１） 中東情勢の地域経済への影響について 

経済産業省の石油統計速報では、4 月の原油

の輸入量は前年同月から 65.7%減だった。特

にナフサの国内販売は 35%減り、ナフサシ

ョックとまで言われている。ナフサはあらゆ

る資材に使われており、産業や暮しへの影響

が心配される。 

① 原油とナフサ不足による町内事業者への

影響はどうか。支援などの対策は検討して

いるか。 

② 帝国データバンクは、7 月に値上げを予定

する飲食料品が 2269 品目と発表した。

中東情勢の悪化を背景に、夏以降に広範囲

な値上げラッシュが続くとしており、町民

への継続的な支援を実施すべきだ。 

③ 町が行う事業に影響はないか。 

 

 

 

 

 

 

 

①～③町長 

（２）災害対策について 

① 下新川海岸はこれまで水防警報海岸に指

定されてきたが、今度は新たに高潮予報海

岸に指定されることになった。このことで

何が変わるのか。 

② 政府の災害対策車の登録制度では、被災自

治体が自らトイレカーなどの確保が原則

となっている。災害時にトイレカーの派遣

を調整してくれる組織へ加入すべきだ。 

③ 以前から設置されている老朽化した防災

倉庫を更新すべきだ。 

 

①～③総務課

長 

（３）高等支援学校について 

① 県は軽度の知的障害のある生徒の就労支

援を目的とする高等支援学校を富山市と

高岡市に設置しているが、なぜ新川には設

置しなかったのか。 

② 新川の他市町と共に設置を県に働きかけ

よ。 

 

①②教育長 

 

■一般質問 

発言順 
質問議員 

（質問方式） 
質問事項 答弁者 

４ 

 

 

 

 

 

 

中瀬 淳哉 
（一括方式） 

 

 

 

 

 

（１）農業について 

① 所得補償などについては、本来、国全体で議

論すべき課題ではあるが、町としても現場の

実態を踏まえながら、農家が安心して営農を

継続できるよう、国へ要望や働きかけを行っ

ていくべきだ。 

 

 

①～⑤がんば

る農政課長 
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発言順 
質問議員 

（質問方式） 
質問事項 答弁者 

４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中瀬 淳哉 
（一括方式） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 国の動きに合わせながら、麦や大豆の単収向

上、飼料用米、輸出用米、米粉用米など転作

作物に対する支援を、より積極的に進めてい

く必要があるのではないかと考えるがどう

か。 

③ 今後の集落営農の維持と担い手確保につい

て、どのように考えているのか。 

④ 今後どのように地域計画や目標地図を実際

の農地集約化につなげていく考えなのか。 

⑤ 園芸作物農家に対し、防風ネットなど生産維

持に必要な設備更新に対する支援なども含

め、持続的に営農を続けられる環境づくりが

必要ではないか。 

（②～⑤がん

ばる農政課

長） 

（２）空き家対策と移住・定住について 

① 現在の空き家実態調査の進捗状況はどう

か。また、各地区区長への依頼や地域との

連携については、順調に進んでいるのか。 

② 空き家実態調査については、単なる損傷度

や危険度の把握だけではなく、所有者への

意向調査も行われるのか。また、その際に

は、所有状況、相続状況、利活用意向、流

通可能性、空き店舗としての活用可能性な

ども含めた調査・分析を行い、単なる実態

把握ではなく、“活用につなげるための調

査”としていく必要があると考えるがどう

か。 

③ 相続放棄された空き家については、その

後、どのような流れで管理や処分が行われ

ていくのか。また、相続財産清算人が選任

された物件について、町として把握してい

るのか。町と相続財産清算人との連携や情

報共有は、どのようになっているのか。そ

して、最終的に国庫帰属となった場合、そ

の後、町として利活用や取得などを含め、

まちづくりの観点から関与していくこと

は可能なのか。今後、相続放棄となった空

き家が増えていく中で、町としてどのよう

に対応していく考えなのか。 

 

①②住まい・

まちづくり

課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③町長 

（３）赤線・青線や地籍整理について 

① 町として、公図や登記情報と現況利用形態が

乖離している地域の存在をどの程度把握し

ているのか。 

② 公図に記載されていない公共道路や公共水

路などについて、管理主体や維持管理責任を

どのように整理しているのか。 

③ こうした未整理土地について、固定資産税の

課税や土地取引、相続等への影響をどのよう

に認識しているのか。 

 

①③税務課長 

 

 

②財政課長 
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発言順 
質問議員 

（質問方式） 
質問事項 答弁者 

４ 中瀬 淳哉 
（一括方式） 

④ 今後、実態調査や台帳整備、GIS化、地籍整

理などを進めていく考えはあるのか。 

④建設課長 

 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

飯田 朱美 

（一括方式） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）学校と地域の連携をさらに発展させるコ

ミュニティ・スクールの導入について 

① ボランティアや授業支援など、地域と学校の

連携活動が行われているが、その実績と効果

をどう評価しているか。 

② これらの活動は、どのような仕組みで運営や

調整がなされているか。担当教員個人に依存

している部分が大きいのではないか。 

③ コミュニティ・スクールという公式な仕組み

にすることで、より継続的、組織的に行うこ

とができ、効果が見えやすくなるのではない

か。学校教育活動の質のさらなる向上につな

がると考えるが、どうか。 

④ 現状の仕組みを、コミュニティ・スクールと

いう形で広報し、発展させる考えはないか。

導入に向けた具体的な検討はあるか。 

 

 

①～④教育長 

（２）介護予防の充実について 

① 介護予防事業において、運動や口腔ケア、栄

養、社会参加についてはどのような位置づけ

か。また、今後の方向性は。 

② 国は人口減少の中でリハビリテーション専

門職を住民主体の通いの場や地域ケア会議

へ派遣することで介護予防の質を担保する

方向を示している。入善町での、専門職の地

域への関与、今後の計画はどうか。 

③ 地域で介護予防を支えるボランティア人材

の発掘や、養成、組織化をどのように進めて

いるか、また、今後の取り組みはどうか。 

④ 厚生労働省が「参加」をフレイル予防の重要

な柱と位置づける中、住民主体の通いの場を

守り育てる対策をどのように考えるか。 

⑤ 公民館等を地域の「涼みの場」として位置づ

けることで、高齢者が気軽に立ち寄れる閉じ

こもり予防や介護予防の通いの場としての

機能も兼ねることができると考えるが、町の

見解はどうか。 

 

①～⑤元気わ

くわく健康

課長 

（３）児童手当受給者の認定と変更について 

① 児童手当受給者は「生計を維持する程度の高

い者」として、判断は市町村に委ねられてい

るが、町は所得の一律比較のみで判断してい

るのか。 

② ギャンブル依存症等により、児童手当が子ど

もの養育に使われず、受給者変更を希望する

場合、どのような要件と手続きが必要か。

DV が伴われる場合は、書類作成に関係悪化

を来たす手続きもあるのではないか。 

 

①～④結婚・

子育て応援

課長 
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発言順 
質問議員 

（質問方式） 
質問事項 答弁者 

５ 飯田 朱美 

（一括方式） 

 

③ 受給者変更に際し、離婚の意思表示や住民票

の異動を伴う別居が必須条件とされている

が、同居の場合は選択肢がないのか。 

④ 変更を希望する受給者に必要な書類と手続

きについて説明をしているか。また、児童手

当が児童の生計と無関係なものに充てられ

る実態が確認できれば、総合的な判断で受給

者変更を可能とする事など、柔軟な対応も必

要と思うが、町の見解はどうか。 

（③～④結

婚・子育て

応援課長） 
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〔質問日 ６月１１日（木）〕 

■一般質問 

発言順 
質問議員 

（質問方式） 
質問事項 答弁者 

６ 三賀喜久美 

（一括方式） 

（１）住宅火災・山林火災について 

① 昨年、本町では５件の火災が発生したが、そ

の発生状況の把握と要因分析を伺いたい。ま

た、高齢者世帯のリスクについてどのように

捉えているか。 

② 山林火災が発生した場合の初動体制につい

て、具体的な消火体制を構築しているのか。

新川地域消防組合が保有しているドローン

の活用をどのように見込んでいるのか伺い

たい。 

③ 町内の「放水困難地域」をどの程度把握し、

改善に向けた具体的な取組みがあるのか伺

いたい。 

④ 火災は予防活動が重要と考えるが、特に高齢

者世帯の火災リスクを踏まえ、住宅用火災報

知機の更新支援などについて、町としての考

えを伺いたい。 

 

①～④消防署

長 

（２）猛暑対策について 

① 町として、今年の猛暑に向けて、熱中症から

住民の命を守るための対策をどのように講

じる考えか。 

② わくわくドームなど、子供や保護者が多く利

用する施設で、涼める環境整備を行う考えは

あるか。 

③ 通学路や学校周辺において、子供たちが一時

的に避難できる「クーリングスポット」の設

置や日陰の確保など、小規模でも効果のある

対策と周知方法を伺いたい。 

④ 夏休み中の学生の学習場所として、図書館な

どの公共施設を９時開館とすることはでき

ないか 

 

①住民環境課

長 

 

②～④教育委

員会事務局

長 

（３）令和８年度 物価高騰対策・町独自施策に

ついて 

① 物価高騰が長期化し、町民生活に大きな負担

を与えるとともに、小規模事業者の経営にも

深刻な影響を及ぼしている。国や県の物価高

騰対策とは別に、町独自の物価高騰対策を実

施する考えはあるか。 

 

 

①財政課長 

７ 

 

 

 

 

 

 

 

井田 義孝 

（分割方式） 

 

 

 

 

 

 

（１）企業誘致や増設の際の支援について 

町は現在、企業の誘致や増設時の支援として、

土地の取得、造成、登記変更等に支援をしてい

るが、どこまで町が支援するのか明確な基準

がない状態である。 

① これまで町が企業用地を造成した際の町負

担はどうなっているか。 

 

 

 

 

 

 

①～③キラキ

ラ商工観光

課長 
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発言順 
質問議員 

（質問方式） 
質問事項 答弁者 

７ 井田 義孝 

（分割方式） 

 

② 負担割合や限度額を条例で定めるべきでは

ないか。 

③ 全国的にも珍しい成功例として、海洋深層水

事業へのこれまでの投資と成果についてま

とめたパンフレット等を制作してはどうか。 

（②③キラキ

ラ商工観光

課長） 

（２）黒部川のダム排砂について 

黒部川のダム連携排砂は 2001年から今年で

25年目を迎える。この間、環境への悪影響を

軽減し、より自然に近い排砂になるよう様々

な工夫がされてきたが、より一層の改善が必

要である。 

① 近年の異常気象も考慮し、６～８月に限らな

い排砂を求めるべきだ。 

② ダム内に細かい泥を貯めこまないよう 3 日

～1週間は自然流下を続けるべきだ。 

③ ダムを出た後の土砂の管理を実施機関の責

任で行い、河川環境の健全管理、漁場環境の

回復を求めていくべきと考えるがどうか。 

 

 

 

 

 

 

①～③建設課

長 

（３）町の施設における女性用生理用品の配備

について 

富山市は 4 月から市役所庁舎の全トイレに女

性用生理用品を無料で配置している。 

① 入善町でも、まず町役場庁舎に無料で配置

し、計画的にすべての公共施設に配置するこ

と。 

② 町内の全ての公立学校にも無料で配置する

べきだ。 

 

 

 

 

①総務課長 

 

 

②教育委員会

事務局長 

８ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

加藤 裕子 

（分割方式） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）部活動の諸課題について 

部活動移動時の安全対策について 

① 町内中学校の部活動における移動手段の

実態について、町として把握しているか。

公式戦に限らず、遠征などの実態について

も把握しているのか。また、安全対策につ

いて、学校や関係団体に対してどのように

注意喚起したか。 

② 今後、移動手段、契約方法、引率体制、緊

急時の対応などを把握する考えはあるか。

それをどのように確認していく考えか。 

③ 地域展開している部活動も学校部活動と

同様の対応との認識でよいか。 

 

部活動の地域展開について 

④ 現在、地域展開されている部活動はどの程

度あるのか。また、今後、地域展開する部

活動をさらに増やす方向性か。対象となる

部活動は何か、どのように進めるか。町の

ビジョンと今後の見通しを問う。 

 

 

 

①～⑥教育委

員会事務局

長 
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発言順 
質問議員 

（質問方式） 
質問事項 答弁者 

８ 加藤 裕子 

（分割方式） 

⑤ 昨年から地域展開を実施して、見えてきた

課題はあるか。地域展開していない部活動

においては、何か課題や支障などがあるの

か。 

⑥ 将来的にすべての部活動において、平日も

含め学校部活動から地域へ移行する考え

か、あるいは学校部活動を一定程度残しな

がら併存させていく考えなのか、町の見解

を問う。 

（⑤⑥教育委

員会事務局

長） 

 

 

 

 

 

（２）町のPR戦略と若者への情報発信について 

① 町として、現状の PR 活動の課題をどのよ

うに分析しているのか。 

② SNS の閲覧数を伸ばし、より多くの人に

情報を届けるために、どのような施策を考

えているのか。 

③ 町として、Instagram による情報発信な

ど、若者世代をターゲットにした新たな

PR 施策を検討する考えはあるのか。 

④ 若者が主体となり、若い世代に向けた情報

発信を専門的に担う PR 体制を町が協働

して構築する考えはあるのか。 

⑤ 子育て世代や移住希望者にターゲットを

しぼった情報発信によって移住・定住促進

のための戦略的な PR 施策を進める考え

はあるか。 

 

①③④秘書政

策室長 

②財政課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤住まい・ま

ちづくり課

長 

 


